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診療費請求内訳書等の 被災労働者等への 開示に係る取扱要領について 

診療費請求内訳書等の 被災労働者等への 開示については、 平成 1 3 年 1 1 月 5 日 

付け 基 登第 9 6 2 号により通知されたところであ るが、 都道府県労働局におけるレ 

セプト開示業務の 円滑かつ適正な 実施に資するため、 開示対象レセプトの 範囲、 業 

務 処理方法等について、 具体的に定めた 取扱要領を別添のとおり 取りまとめたので、 

了知の上、 今後の事務処理に 遺漏のないよう 期されたい。 
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第 1  目的 

本 要領は、 療養 ( 補償 ) 給付たる療養の 給付 ( 以下「療養の 給付」という。 ) に 

係る診療費請求内訳書等の 開示の依頼があ った場合における 取扱いに関し、 その 

基本的事項を 定め、 もって個人のプライバシー の 保護及び診療上の 問題に係る取 

扱いに十分配慮をしつつ、 被災労働者等へのサービスの 充実を図るとともに、 都 

道府県労働局におけるレセプトの 開示業務の円滑かつ 適正な遂行に 資することを 

目的とする。 

第 2  開示対象レセプト 等の範囲 

本 要領に基づき 開示の対象となるものは、 都道府県労働局が 保有する過去 5 年 

間分の診療費請求内訳書、 薬剤費請求内訳書、 労災保険訪問看護費用請求内訳書、 

アフターケア 委託費請求内訳書 ( アフターケア 委託費請求内訳書 ( 薬局用 ) を含 

む。 以下同じ。 ) 、 外科後処置診療費内訳書及び 労災はり・きゅう 施術特別援護 措 

置 委託費内訳書 ( 以下「レセプト 等」という。 ) とする。 

なお、 移送 費 等の療養 ( 補償 ) 給付たる療養の 費用は、 被災労働者が 療養内容 

等を知った上で 所轄の労働基準監督署長に 請求するものであ ること、 また、 二次 

健康診断等費用請求内訳書は、 受診者がその 控えを有していることから、 被災労 

働者等から開示の 依頼があ った場合は、 閲覧、 コピ一等によって 提供しても差し 

支えないものであ るので、 本 要領の対象とはしないものであ る。 

第 3  開示依頼者の 範囲 

個人のプライバシー の 保護を図る観点から、 次に掲げる者 ( 以下「依頼者」と 

いう。 ) に限り開示の 依頼に応じること。 

1  療養の給付、 アフターケア、 外科後処置及び 労災はり，きゅう 施術特別援護 

措置を受けた 者 ( 以下「被災労働者」という。 ) 本人 



2  被災労働者の 代理人 

(1) 被災労働者が 未成年の場合における 法定代理人 

(2) 被災労働者が 成年被後見人の 場合における 成年後見人 

(3) 被災労働者からレセプト 等の開示依頼に 関する委任を 受けた弁護 モ 

3  遺族等 

(1) 被災労働者が 死亡している 場合にあ っては、 当該被災労働者の 配偶者、 子、 

父母、 孫、 祖父母及び兄弟姉妹 ( 以下「遺族」 という。 ) 

(2) 遺族が未成年の 場合における 法定代理人 

(3) 遺族が成年被後見人の 場合における 成年後見人 

(4)  遺族からレセプト 等の開示依頼に 関する委任を 受けた弁護士 

第 4  業務処理方法 

1
 被災労働者及びその 代理人からの 開示依頼の場合 

(1)  開示依頼に係る 書類の受付 

開示依頼の受付に 当たっては、 依頼者より 「診療費請求内訳書等 ( レセプ 

ト等 ) の開示依頼書」 ( 以下「開示依頼書」という。 ) ( 別記様式 1) を提出 

させること。 

なお、 当該依頼者に 対し、 別紙「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の 開 

示を依頼される 方へ ( お知らせ ) 」を必ず配付するとともに、 次に掲げる事項 

を 十分説明し理解を 求めること。 

但し、 アフターケア 委託費請求内訳書 ( 以下「アフターケア 内訳書」 とい 

う 。 ) 、 外科後処置診療費内訳書 ( 以下「覚科後処置内訳書」 という。 ) 及び 

労災はり・きゅう 施術特別援護措置委託費内訳書 ( 以下「はり・きゅう 援護 

措置内訳書という。 ) に係る開示依頼の 受付に当たっては、 アフターケア、 外 

斜稜処置及び 労災はり・きゅう 施術特別援護措置が 別に定められた 範囲内で 

所要の措置を 受けることを 条件として実施されるものであ り、 これらを開示 

したとしても 診療上の問題が 生じないことから、 次に掲げる②及び③の 事項 

の 説明は行わないこと。 

① 依頼者の本人確認の 必要， 性 



② 労働福祉事業として 設置された病院若しくは 診療所又は都道府県労働 

局長の指定する 病院若しくは 診療所 ( 以下「指定医療機関等」 という。 ) 

に対する事前確認の 必要， 性 

③ 指定医療機関等が 開示に同意をしなかった 場合については 開示できな 

いこと 

④ 開示依頼のあ ったレセプト 等が存在しない 場合については 開示できな 

いこと 

⑤ 診療内容に係る 照会については 対応できないこと 

⑥ 交付の方法 

⑦ 開示依頼に必要な 書類 

⑧ レセプト等には 必ずしも診療内容全てが 記載されているものではない 

，と 

(2) 依頼者の本人確認 

個人のプライバシー の 保護を図る観点から、 依頼者の本人確認を 厳格に行 

ぅ 必要があ るため、 開示依頼書の 提出の際は、 依頼者本人の 来局を求め、 運 

転免許証、 旅券 ( パスポート ) 等の身分証明書により 本人であ るか否かを確 

認すること。 

(3) 代理権 の確認 

代理人については、 前記 (2) の本人確認を 行 う とともに、 依頼者に代理権 が 

あ ることをそれぞれ 次の書類 ( 有効な原本に 限る。 写しは不可。 ) により確認、 

を行うものとする。 

なお、 原則として提示された 書類は写しを 取るものとし、 その際には本人 

の 了解を得ること。 

ィ 未成年者の法定代理人 

住民票記載事項証明書その 他法定代理人であ ることを証明する 書類 

ロ 成年被後見人の 成年後見人 

成年後見に関する 登記事項証明書その 他成年後見人であ ることを証明す 

る書類 

ハ 被災労働者からレセプト 等の開示依頼に 関する委任を 受けた弁護士 

被災労働者の 署名又は記名押印のあ る委任状 



(4)  開示依頼書の 受理 

開示依頼書の 受理に当たっては、 依頼者の本人確認及び 開示依頼書の 各項 

目の記載に漏れ、 誤りがなりことを 確認した後、 開示依頼書を 受理すること。 

(5)  指定医療機関等への 照会 

イ 診療費請求内訳書、 薬剤費請求内訳書 ( 以下「薬剤内訳書」という。 ) 及 

び労災保険訪問看護費用請求内訳書 ( 以下「看護内訳書」 という。 ) の開示 

に 当たっては、 開示することによって 本人が傷病名等を 知ったとしても 本 

人の診療上支障が 生じないことを 事前に主治医に 対して確認すること。 

なお、 アフターケア 内訳書、 外科後処置内訳書及びはり・きゆう 援護 措 

置 内訳書については、 前記 ( 1) の但し書きと 同様の理由により、 これらを 

開示したとしても 診療上の問題が 生じないことから、 主治医に対する 確認、 

は 要しないこと。 

ロ 確認に当たっては、 「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について 

( 照会 ) 」 ( 別記様式 2) に回答期限 ( 発信田より 1 4 日間 ) を記入し、 「 診 

療費 請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( 回答 ) 」 ( 別記様式 3L 、 

開示依頼のあ ったレセプト 等の写し ( 以下「コピーレセプト 等」という。 ) 

及び切手を貼付した 返信用封筒を 添えて、 診療費請求内訳書を 発行した 指 

定 医療機関等又は 薬剤内訳書及び 看護内訳書に 記載された指定医療機関等 

に対し、 レセプト等開示の 適否について 照会すること。 

ハ レセプト等開示の 適否については、 当該レセプト 等を開示することによ 

り本人の診療上支障が 生じない場合については「開示」、 診療上支障が 生じ 

る部分を伏して 開示する場合については「部分開示」、 当該レセプトを 開示 

することにより 診療上支障が 生じる場合については「不開示」と 区分する 

ナと ） 。 

二 回答期限が経過しても 回答が無い場合については、 当該指定医療機関等 

に 対し電話等により 回答の要請をするなど 適切な対応を 図ること。 

(6)  開示、 部分開示又は 不開示の判断 

指定医療機関等より、 当該レセプト 等について前記 (5) の回答があ った場合 

にあ っては、 その回答に従って 開示、 部分開示又は 不開示を判断すること。 

また、 指定医療機関等より 部分開示の旨回答があ った場合にあ っては、 当 



該 不開示部分を 伏した上で開示すること。 

なお、 次に掲げる場合にあ っては、 当該レセプト 等については 開示の取扱 

いとすること。 

ノ アフターケア 内訳書、 外科後処置内訳書及びはり・きゆう 援護措置内訳 

書 

ロ 指定医療機関等に 対し照会を行った 際に示した回答期限内に 当該指定医 

療 機関等から回答がなかった 場合において、 電話等により 回答の要請をし 

てもなお回答が 得られない場合 ( ただし、 主治医と連絡中であ る等遅延に 

相当な事由が 認められる場合を 除く。 ) 

ハ 当該指定医療機関等の 廃止等の事情により、 指定医療機関等に 対して前 

記 (5) の照会を行 う ことができない 場合 

ニ 照会の結果、 送達不能で返戻された 場合において、 当該指定医療機関等 

の 所在地を確認する 方法がなくなった 場合 
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定 訪問看護事業者、 当該アフターケア 内訳書又は外科後処置内訳書を 

作成した指定医療機関等及びはり・きゅう 援護措置内訳書を 作成した 

はり・きゅう 施術所に対し、 「薬剤費請求内訳書の 開示について ( お知 

らせ ) 」 ( 別記様式 5L 、 「労災保険訪問看護費用請求内訳書の 開示につ 

いて ( お知らせ )J ( 別記様式 6) 又は「診療費請求内訳書等 ( レセプト 

等 ) の開示について ( お知らせ ) 」 ( 別記様式 7) によりその旨を 速や 

かに連絡すること。 

(8) 不開示の場合の 取扱い 

不開示の判断を 行ったときは、 「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の不開 

示について」 ( 別記様式 8) により速やかに 依頼者に連絡すること。 

なお、 この場合、 開示依頼書の 依頼者 欄の 「住所」欄に 記載された住所あ 

てに送付すること。 

(9) 不存在の場合の 取扱い 

開示の依頼があ ったレセプト 等について、 調査してもなおその 存在が確認 

できない場合は「不存在」 とし、 「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の下在 

往に ついて」 (WlJ 記 様式 9) により速やかに 依頼者に連絡すること。 

なお、 この場合、 開示依頼書の 依頼者 欄の 「住所」欄に 記載された住所あ 

てに送付すること。 

2
 遺族等からの 開示依頼の場合 

(1)  遺族等から開示の 依頼があ った場合については、 前記 1 「被災労働者及び 

その代理人からの 開示依頼の場合」における 取扱い ( 前記 1 (1) 「開示依頼に 

係る書類の受付」の 依頼者に説明する 事項のうち②及び③、 (5) 「指定医療機 

関 等への照会」、 (6) 「開示、 部分開示又は 不開示の判断」、 並びに (8) 「不開 

示の場合の取扱Ⅱを 除く。 ) に準じ、 開示の依頼に 応じること。 この場合に 

おいて、 前記 1 (3) ハ 中の「被災労働者」とあ るのは「遺族」と 読み替えるこ 

と。 



(2) 遺族等についての 本人確認の際には、 前記 ェ (2) に掲げた書類による 確認に 

併せて、 当該被災労働者の 死亡の事実及び 当該被災労働者の 遺族であ ること 

を戸籍謄本 ( 抄本 ) 又は住民票 ( 除棄 ) のいずれかの 書類の提出を 求めて 確 

記 すること。 

(3)  コピーレセプト 等を交付する 場合においては、 診療費請求内訳書又はアフ 

ターケア内訳書を 開示する場合における 当該指定医療機関等、 薬剤内訳書又 

はアフターケア 内訳書を開示する 場合における 指定薬局、 看護内訳書を 開示 

する場合における 指定訪問看護事業者若しくははり・きゅう 援護措置内訳書 

を開示する場合におけるはり・きゅう 施術所に対し、 「診療費請求内訳書等 ( レ 

セプト等 ) の開示について ( お知らせ ) 「遺族の場合」」 ( 別記様式 1 0) に 

よりその旨を 速やかに連絡すること。 

第 5  関係書類の整理保管 

関係書類の保存期間については 5 年とし、 文書処理 済 ( 完結 ) となった年度の 

翌年度から起算するものであ ること。 

第 6  開示業務担当部署 

開示業務に係る 事務は、 都道府県労働局労働基準部労災補償 課 において行 う も 

のとする。 

第 7  開示依頼受け 付け都道府県労働局 

(1)  開示の依頼があ った場合は、 依頼者の利便性を 考慮し、 いずれの都道府県 

労働局でも受け 付けること。 

(2)  他の都道府県労働局が 管轄する指定医療機関等のレセプト 等について開示 

依頼があ った場合は、 前記第 4 のⅠの (1) から (4) までの受付処理を 行った上、 

速やかに「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼書の 回送について」 

( 別記様式 1 1) により当該開示依頼書の 写しを当該労働局へ 回送すること。 

(3)  回送を受けた 労働局にあ っては、 前記第 4 の 1 の (5) から (9) までのレセプ 

ト等 交付等の処理を 行うこと。 
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診療費請求内訳書等の 開示業務に係る 様式一覧 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼書 
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診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示についてのお 知らせ「郵送交付用」 

( 依頼者送付用 ) 
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診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( お知らせ ) 

( 指定医療機関等・ 指定薬局・はり・きゅう 施術双 ) 

  て
 
 
 
つ
 
 
 

 
 二
口
 

開
 
不
 
の
 

等
 

)
 
@
 
プ
 
セ
 
 
 
 
 

等
 
書
 
訳
 
）
 

内
用
 

求
付
 

請
送
 

賛
者
 

廉
頗
 

診
依
 
（
 

  て
 
 
 
つ
 
 
 

 
 在
 
存
 
不
 
の
 

等
 

)
 
@
 
プ
 
セ
 
レ
 
 
 

等
 
書
 
訳
 
）
 

内
用
 

犬
付
 

請
送
 

賛
者
 

廉
頗
 

診
依
 
 
 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( お知らせ ) 「遺族の場合」 

( 指定医療機関等・ 指定薬局・指定訪問看護事業者，はり・きゅう 施術双送付用 ) 

「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼書」の 回送について 

レセプト等開示受付・ 処理経過 簿 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示を依頼される 方へ ( お知らせ ) 

( 依頼者配付用 ) 



[ 様式 1  ] 
診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼書 

労働局長 殿 出
 
提
 
日
 

月
 

号
 

年
番
 
理
 
整
 

成
行
 

平
麦
 

依頼 そ｜ 

Ⅰフリカ， ナ Ⅰ 男 1 大正 2 昭和 3 平成 

  
印 女 年 月 日 生 

了 一 

都道府県 都 市区 町村 

@  l 所 l ( 電青 き )       

者 

欄 

労働者との関係 1 本人 2 代理人 3 遺族 4 遺族の代理人 

ホ 遺族の代理人の 場合は、 遺族の氏名及び 生年月日を記入してください。 

  遺族の氏名Ⅱ フ   けれ                                                                         「     1     大正       2     昭和         3     平成             
    及び生年月日 

年 月 日 生 

米 r 氏名」欄は、 記名押印 スは 署名でお願いします。 
米 r 住所 J 欄は、 依頼者が提示又は 提出した書類等に 記載された現住所を 記入し、 また、 地番、 
アパー ト 名筆まで詳しく 記入してください。 

次のとおり診療費請求内訳書等の 開示 ( 交付 ) を依頼します。 

氏
名
住
所
 

被
災
労
働
  
 
①
 

f7 り ；。 ナ ) 

  
了 一 

都道府県 

男 1 大正 2 昭和 3 平成 

女 土戸 月 日 生ヒ 

都市区 町村 

俺 ; き )     

傷病年月日 

労働保険番号 

年金証書番号 

年 月 日                     
Ⅹ 療養当時の氏名を 記入してください。 
米 依頼者が被災労働者本人の 場合は、 r 氏名、 生年月日及び 住所 J 欄の記入は必要あ りません。 
米 ① 欄 ( 傷病年月日及び 労働保険番号 ) 又は② 欄 ( 年金証書番号 ) のいずれかを 記入してください。 

レセプト区分 
  

特
別
援
護
措
置
 

市
区
 
在
地
は
、
 

円
 

b
d
 

療
問
 科
袋
 術
療
問
科
災
術
療
問
科
災
 

術
前
 

診
訪
 外
方
 施
診
訪
 
外
弟
 施
診
訪
 
外
弟
 施
 

a
c
e
f
 

a
c
e
f
 

a
c
e
f
 米
 

療養期間 医療機関等 名 所 在 地 

年 月 

  

年 月 

午 后 

  

年 月 

年 月 

  

年 月 

村名まで記入してください。 



[ 様式 2  ) 
平成 年 月 日 

( 指定医療機関等 ) 

殿 

労働局長 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( 照会 ) 

平素より、 労災補償行政の 円滑な運営にご 協力を賜り厚く 御礼申し上げます。 
さて、 労災保険の診療費請求内訳書等につきましては、 診療上の支障が 生じない場合には、 個人のプライ 

/" しノ - 一 保護に十分留意しつつ、 これを被災労働者本人等に 開示をしているところです。 

つきましては、 下記のとおり、 診療費請求内訳書等の 開示依頼があ りましたので、 別添の診療費請求内訳 

書 等を開示することにより、 本人が傷病名等を 知った場合に 診療上支障が 生じるか否かほついて、 主治医等 
にご確認いただきたくお 願いいたします。 

ご 回答にあ たりましては、 別紙「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( 回答 ) 」により、 王 

成 年 月 日までにご回答くださいますよ う よろしくお願いします。 

回答書中、 開示の適否 欄は ついては、 当該診療費請求内訳書等を 開示することにより 本人の診療上支障が 

生じない場合については「開示」、 診療上支障が 生じる部分を 伏して開示する 場合については「部分開示」、 
開示することにより 診療上支障が 生じる場合については r 不開示」と区分しております。 

また、 部分開示の場合につきましては、 不開示部分をマジック 等で消し込んでその 写しも送付してくださ 

い 。 

なお、 回答期日までにご 回答 ( ご 連絡 ) がな い 場合にっきましては、 診療上問題がないものと 判断し 、 依 

頼者 あ て当該診療費請求内訳書等の 写しを交付することを 申し添えます。 

- 一 一 - 口 己 

1 受 付 日 平成 年 月 日 

2 依 頼 者 a 本人 b 代理人 

3 依 頼 者 名 

4  被災労働者名 

5  レセプト等区分 a 診療費 b 薬剤費 。 訪問看護 

6 療 養 期 間 平成 年 月 ～ 年 月 

労働局担当者 : 労働基準部労災補償 課 ( 電 ; き )     



[ 様式 3 ] 

労働局長 殿 

平成 年 月 日 

医療機関 名 印 

主治医 名 

( 記名押印又は 署名 ) 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( 回答 ) 

( 被災労働者 ) 

平成 年 月 日付けで照会のあ りました 様に係る平成 年 

月 年 月分の a 診療費 b 薬剤費 。 訪問看護のレセプトついて、 a 開示 

b 部分開示 。 不開示とします。 

( 注 ) 部分開示の場合には、 当該不開示部分を 消し込んだ診療費請求内訳書を 添付してくだ 

さい。 



[ 様式 4  ] 

様 

平 @  年 月 日 

労働局長 

診療費請求内訳書等 く   レセプト等 ) の開示についてのお 知らせ 

平成 年 月 日付で開示依頼のあ りました当局保有の 診療費請求内訳書等について 

は、 別添写しのとおりです。 

なお、 診療内容についての 照会に対しては、 お答えすることができませんのでご 了承くださ 

Ⅴ 

労働局担当者 : 労働基準部労災補償 課 

( 電 ; き )     



1 様式 5  ] 

( 指定薬局 ) 

平成 年 月 日 

殿 

長
 
局
 
働
 

 
 

労
 

せ
 
ら
 
知
 
お
 

 
 

て
 
 
 
@
V
 

つ
 
ァ
し
 

 
 
ト
 
ア
 
開
 
の
 
童
 

内
訳
 

請
求
 

費
 

Ⅱ
 ，
 

文
月
 

薬
 

平素より、 労災補償行政の 円滑な運営にご 協力を賜り厚く 御礼申し上げます。 

さて、 労災保険の診療費請求内訳書等につきましては、 診療上の支障が 生じない場合には、 

個人のブラ イ バシー 保護に十分留意しつつ、 これを被災労働者本人等に 開示をしているところ 

です。 

つ きましては、 下記のとおり、 薬剤費請求内訳書の 開示依頼があ り、 別添の薬剤費請求内訳 

書の写しを平成 年 月 日付で依頼者あ て開示することとしましたのでお 知らせしま 

す 。 

なお、 当該薬剤費請求内訳書を 開示することについては、 処方せんを発行した 医療機関に対 

し 、 診療上の支障が 生じるか否かほついて 事前に理会し、 開示の同意を 得ておりますので 念の 

ため申し添えます。 

@ - - 口 己 

1  受 付 日 平成 年 月 日 

2  依 頼 者 a 本人 b 代理人 

3 依 頼 者 名 

4  被災労働者名 

5  レセプト等区分 薬剤費 

6  療 養 期 間 平成     年 月 ～ 年 月 

労働局担当者 : 労働基準部労災補償 課 

( 電言き )     



[ 様式 6 ] 

( 指定訪問看護事業者 ) 

殿 

平成 年 月 日 

労働局長 

労災保険訪問看護費用請求内訳書の 開示について 

( お知らせ ) 

平素より、 労災補償行政の 円滑な運営にご 協力を賜り厚く 御礼申し上げます。 

さて、 労災保険の診療費請求内訳書等にっきましては、 診療上の支障が 生じない場合には、 

個人のプライバシー 保護に十分留意しつつ、 これを被災労働者本人等に 開示をしているところ 

です。 

つきましては、 下記のとおり、 労災保険訪問看護請求内訳書の 開示依頼があ り、 別添の労災 

保険訪問看護請求内訳書の 写しを平成 年 月 日付で依頼者あ て開示することとしま 

したのでお知らせします。 

なお、 当該労災保険訪問看護請求内訳書を 開示することについては、 主治医の所属する 医療 

機関に対し、 診療上の支障が 生じるか否かほついて 事前に照会し、 開示の同意を 得ております 

ので念のため 申し添えます。 

記
 

1  受 付 日 平成 年 月 日 

2  依 頼 者 a 本人 b 代理人 

3  依 頼 者 名 

4  被災労働者名 

5  レセプト等区分 訪問看護 

6 療 養 期 間 平成 年 月 ～ 年 月 

課
 

計
 
4
 
@
5
 

歩
 
前
 
本
 
4
 l
 

災
 
労
 
部
 

 
 

華
語
 

基
電
 

働
 

（
 

労
 
 
 
者
 
当
 
中
日
 
一
 

局
 
働
 
労
 

  



 
 所
 

施
術
 

-
 
フ
 
ゆ
 
き
 

@
 
ま
 
@
 

局
 
薬
 
言
笑
言
 

よ
士
 
@
 

等
 

機
関
 

 
 

療
 

7
 

医
 
定
 

式
 
様
 

(
 
指
 

 
 

平成 年 月 日 

殿 

労働局長 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について 

( お知らせ ) 

平素より、 労災補償行政の 円滑な運営にご 協力を賜り厚く 御礼申し上げます。 

さて、 労災保険の診療費請求内訳書等にっきましては、 診療上の支障が 生じない場合には、 

個人のプライバシー 保護に十分留意しつつ、 これを被災労働者本人等に 開示をしているところ 

です。 

つ きましては、 下記のとおり、 診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼があ り、 別添 

の診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の写しを平成 年 月 日付で依頼者あ て開示す 

ることとしましたのでお 知らせします。 

コ
し
 

三
 -
 
口
 

1  受 付 日 平成 年 月 日 

2 依 頼 者 a 本人 b 代理人 

3 依 頼 者 名 

4  被災労働者名 

5  レセプト等区分 a アフターケア 内訳書 b 外科後処置内訳書 

c 労災保険はり・きゅう 施術特別援護措置内訳書 

6 療 養 期 間 平成 年 月 ～ 年 月 

課
 
償
 
補
 
災
 
労
 
部
 

）
 

華
語
 

基
電
 

働
 

（
 

労
 
 
 
者
 
当
 
担
 
局
 
働
 
労
 

  



[ 様式 8  ] 

平成 年 月 日 

様 

労働局長 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の不開示について 

平成 年 月 日付で開示依頼のあ りました下記の 診療費請求内訳書等については、 

平成 年 月 日付で医療機関に 対し開示の適否について 照会しましたところ、 同意が 

得られませんでした。 

ご 依頼にお答えできませんのでご 了承ください。 

記 

1 被災労働者名 様 

2  レセプト等区分 a 診療費 b 薬剤費 。 訪問看護 

3 療 養 期 間 平成 年 月 ～ 年 月 

4 医療機関君 

 
 

課
 
償
 
ヰ
中
山
 

f
 
災
 
労
 
部
 

）
 

準
話
 

基
電
 

働
 

（
 

労
 
 
 
者
 
当
 
十
日
 
-
-
 

局
 
働
 
労
 



[ 様式 9  ) 

平成 年 月 日 

様 

労働局長 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の不存在について 

平成 年 月 日付で開示依頼のあ りました下記の 診療費請求内訳書等については、 

調査をしましたが、 その存在が確認できませんでした。 

ご 依頼にお答えできませんのでご 了承ください。 

1 被災労働者名 

2  レセプト等区分 

3 療 養 期 間 

4  医療機関等 名 

- 一 一 一 口 己 

様 

a 診療費 b 薬剤費 。 訪問看護 d アフターケア 

e 外科後処置 f 労災はり・きゆう 施術特別援護措置 

平成 年 月 ～ 年 月 

 
 

課
 

ネ
帯
 
イ
賞
 

災
 
労
 
部
 

）
 

準
話
 

基
電
 

働
 

（
 

労
 
 
 

者
 
当
 
担
 
局
 
働
 
労
 



[ 様式 1 0] 

平成 年 月 日 

 
 
所
 
施
術
 

う
 ゆ
殿
 

き
 

 
 居
 り
 

薬
は
 

定
 
指
者
 

僚
 

機
関
等
・
 

看
護
事
業
 

問
 

医
訪
 

定
定
 

指
指
 

（
（
 

労働局長 

診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示について ( お知らせ ) 

平素より、 労災補償行政の 円滑な運営にご 協力を賜り厚く 御礼申し上げます。 

さて、 労災保険の診療費請求内訳書等にっきましては、 診療上の支障が 生じない場合には、 

個人のプライバシー 保護に十分留意しつつ、 これを被災労働者本人等に 開示をしているところ 

ですが、 被災労働者が 死亡している 場合は、 被災労働者の 配偶者、 子、 父母等から開示の 依頼 

があ ったときについても、 同様に開示しているところです。 

つ きましては、 下記のとおり、 診療費請求内訳書等の 開示依頼があ り、 別添の診療費請求内 

訳書等の写しを、 平成 年 月 日付で依頼者あ て開示することとしましたのでお 知ら 

せします。 

記
 

1 被災労働者名 様 

2  レセプト等区分 a 診療費 b 薬剤費 。 訪問看護 d アフターケア 

e 外科後処置 f 労災はり・きゆう 施術特別援護措置 

3 療 養 期 間 平成 年 月 ～ 年 月 

4  開示依頼者名 様 

課
 
賞
 

 
 甫
 

ヰ
六
Ⅰ
 

災
 
労
 
部
 

）
 

華
語
 

基
電
 

働
 

（
 

労
 
 
 
者
 
当
 
担
 
局
 
働
 
労
 

  



[ 様式 1 1 ] 

目
 

月
 

号
 

年
番
 
理
 
整
 

成
行
 

平
麦
 

労働局長 殿 

労働局長 

「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼書」の 回送について 

平成 年 月 日付け より川添写しのとおりレセプト 等の開示依頼 

があ りましたので 回送いたします。 

 
 

課
 
，
 
。
 

賞
 
甫
 
Ⅰ
 
災
ネ
 

労
 
部
 

）
 

華
語
 

基
電
 

働
 

（
 

労
 
 
 
者
 
当
 
担
 
局
 
働
 
労
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 Ⅱ
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揮
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圭
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子
，
 憶
笘
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里
田
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・
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幸
排
 ロ
 旧
恩
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睡
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沖
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亡
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湘
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胆
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 邸
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生
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令
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窓
昧
 Ⅱ
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 話
亡
輌
牒
企
珂
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 詰
ま
Ⅱ
 志
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抽
 荘
て
 穏
 荒
蕪
亡
心
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尽
 １
 %
 ト
ト
 Ⅱ
 ト
 
，
 沖
隠
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缶
詰
 典
 乱
邦
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 五
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 忙
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 畦
目
 笘
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肛
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穏
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沖
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 沖
駈
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穏
把
誌
送
  
 

Ⅲ
Ⅱ
ト
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-
g
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 曲
旭
 １
 %
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ト
藝
細
 １
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鞄
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鞄
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麒
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ヨ
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幸
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口
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哩
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廿
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一
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「 W り紙 」 

  診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示を依頼される 方へ ( お知らせ ) Ⅰ 
労災保険の診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) にっきましては、 診療上の支障が 生じない場合には、 

個人のプライバシー 保護に十分留意しつつ、 これを被災労働者本人等に 開示をしているところであ りま 

す。 
「診療費請求内訳書等 ( レセプト等 ) の開示依頼書」を 提出される方は、 あ らかじめ、 この「お知ら 

せ」をご覧いただき、 必要書類等をご 持参のうえ、 手続きされるようお 願いします。 

1  開示の依頼ができる 方 
開示の依頼ができるのは、 次のいずれかに 該当される方に 限ります。 

1)  開示を依頼する 診療費請求内訳書等に 記載されている 被災労働者本人 

(2)  (1) の方が死亡している 場合は、 当該被災労働者の 配偶者、 子、 父母、 孫、 祖父母、 兄弟姉妹 
(3@  (1) 又は (2) の方が未成年者の 場合における 法定代理人 
(4@  (1) 又は (2) の方が成年被後見人の 場合における 成年後見人 
㏄ @  (1) 又は (2) の方から開示の 依頼について 委任を受けた 弁護 モ 

2  開示 0J 依頼に当たって 必要な書類等 

最寄りの都道府県労働局へ、 必ず開示の依 碩 ができる方本人が 直接、 次の書類等をご 持参 0) うえ手 

続きをして下さい。 

(1) 診療費請求内訳書等の 開示依頼書 
(2@  開示を依頼される 方の本人確認ができる 書類 ( 運転免許証、 旅券 ( パスポート ) 等の身分証明書 ) 

(3@  法定代理人、 成年後見人又は 弁護士の代理人の 場合は、 代理関係が証明できる 書類 
(4) 遺族の場合は、 戸籍謄本 ( 抄本 ) 又は住民票 ( 除票 ) のいずれかの 書類 

3  開示を依頼される 方の本人確認。 

開示の依頼ができるのは 上記 1 の該当者本人に 限っており、 また、 手続き等に当たって、 開示を依 

頼される万本人であ ることを確認するため 必要書類の提示を 求めることがあ りますが、 これは、 あ く 

までも個人のプライバシー を 保護する観点から 欠かせないことであ り、 ご 理解をお願いします。 

4  労災指定医療機関等に 対する事前確認 
診療費請求内訳書の 開示に当たっては、 当該労災指定医療機関等に、 診療上支障が 生じないことを 

確認する必要があ ります。 

従って、 当該労災指定医療機関等から 開示の同意が 得られなかった 診療費請求内訳書は、 開示でき 
ませんのでご 理解をお願いします。 

5  診療内容に係わる 照会 

都道府県労働局では、 診療内容についての 照会に対してはお 答えできませんのでご 了承ください。 

6  開示 ( 交付 ) の事後処理 
開示 ( 交付 ) 方法は、 「親展」扱いの 上 @ 易 書留」による 郵送となります。 

7  その他 
(1) 診療費請求内訳書等は、 労災指定医療機関等が 診療に要した 費用を請求するために、 一定の基準 
に従って記載されるものであ り、 保険診療 外 のものなど必ずしも 診療内容の全てが 記載されている 

ものではないことをご 理解願います。 

(2)  開示の依頼があ った診療費請求内訳書等について、 何らかの事情によりその 存在が確認できない 

場合には、 ご 依頼におこたえできないことをご 了承願います。 


